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１．令和２（2020）年度動向
（１）教員養成サポートセンターの取り組み

　①　教職相談員・職員による教職ガイダンス（教育対策・試験対策　全12回）
　②　教職相談員による教員採用試験対策講座（全14回）
　③　専任教員による教員採用試験対策特別講座（前期・中期・後期　年３回）
　④　時事通信出版局による教員採用試験学習対策ガイダンス（前期開催（資料配布対応））
　⑤　教員採用試験対策学内模擬試験（時事通信出版局　全４回）
　⑥　卒業生教員と教員志望学生との交流会（開催中止）
　⑦　教員採用試験合格者と１～３年生との交流会（11月４日（水）開催）
　⑧　教職相談員による教員採用試験二次試験対策勉強会（全140回）
　⑨　教職相談員による個別指導（30分予約制）
　⑩　教員養成プロジェクト教育拠点校・拠点園実習支援（児童教育学科対象）
　⑪　岩手県「スクールトライアル事業」支援（前期（中止）・後期）
　⑫　滝沢市「ラーニング・サポーター・プロジェクト」支援（中止）
　⑬　九戸村「スマイル・サポート支援事業」支援
　　・小学校「複式学級学習支援」（10月～ 12月　毎週火曜日　全８回）
　　・中学校「冬の寺子屋学習会」（冬季休業中の学習会　全３回）
　⑭　滝沢市「ジュニアリーダーズセミナー」支援（年１回）
　⑮　滝沢市「子ども会リーダー養成研修会」支援（中止）
　⑯　盛岡大学「児童・生徒の学び舎」プロジェクト支援（開催中止）
　⑰　各教育支援ボランティア活動支援

（２）各課程の取組み
　【幼稚園課程】
　　７月１日　幼児教育講座「実践保育研究会」模擬保育発表
　　７月８日　幼児教育講座「実践保育研究会」模擬保育発表
　　７月15日　「拠点園実習」報告会
　　12月２日　幼児教育講座「実践保育研究会」
　　12月９日　「拠点園実習」報告会

　【小学校課程】
　　７月15日　児童教育講座「拠点校実習」報告会
　　12月２日　児童教育講座「授業コンテスト」
　　12月９日　児童教育講座「拠点校実習」報告会

　【中学校・高等学校課程】
　　10月７日　特別講師（若手教員）による授業（３学科合同）
　　10月14日　特別講師（中堅教員）による授業（３学科合同）
　　11月11日　特別講師（校長）による授業（３学科合同）
　　11月11日　滝沢市立滝沢第二中学校授業参観（動画視聴代替）（英語科）
　　11月14日　滝沢市立滝沢第二中学校授業参観（動画視聴代替）（社会科）
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　　11月18日　滝沢市立滝沢第二中学校授業参観（動画視聴代替）（国語科）

（３）教職課程登録者数について
　　　令和２年度教職課程登録者数は、文学部計８２０名（英文９２名、日文８３名、社文７４名、児教

５７１名）、栄養科学部４１名、短大部２０１名であった。

（４）教員免許状取得状況について
　　　幼稚園一種７１名、小学校一種１１１名、中学校一種２１名（英文４名、日文９名、社文８名）、

高校一種のべ３３名（英文６名、日文のべ１３名、社文のべ１４名）、栄養教諭一種１名、幼稚園二
種１０１名（短大部）、計３３８名であった。

（５）教育実習者数・事前指導について
　　①　教育実習者数について
　　　 　令和２年度教育実習予定者数は、文学部２５０名、栄養科学部８名、短期大学部１０１名であった。
　　②　教育実習事前指導について
　　　　別表参照（65頁）

（６）介護等体験の実施状況について
　　　令和２年度に大学を通じて手続し、「介護等体験」を実施した学生数は、のべ１６６名であった。
　　　新型コロナウィルス感染症の全国的な感染拡大を受けて、社会福祉施設での体験対象学生は「卒業

年次生及び３年生」に限られることとなり、６名のみが対象者となった。（４施設）　また、特別支援
学校での体験は１４校で受け入れていただいた。

　　　申し込み機関と受入れ人数は以下のとおり。
　　　岩手県社会福祉協議会　　　　６名（登録人数153名）
　　　岩手県教育委員会　　　　１６１名（登録人数166名）

　　　新型コロナウィルス感染症の影響により介護等体験を行うことが困難になった学生に対し、文科省
が令和２年度に限り特例的に行う「介護等体験の代替措置」について、本学は大臣決定１ （4）の規
定により、学修した印刷教材による措置を選択し開設した。

　　　この措置に基づき学修報告書を提出した学生は、１４０名。このうち「視覚障害児の教育課程と指
導法」を選択した者は８２名、「聴覚障害児の教育課程と指導法」を選択した者は５６名、両方視聴
して学修報告書を提出した者も２名あった。
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２．令和３（2021）年度動向
（１）教員養成サポートセンターの取り組み

　①　教職相談員・職員による教職ガイダンス（教育対策・試験対策　全12回）
　②　教職相談員による教員採用試験対策講座（全18回）
　③　専任教員による教員採用試験対策特別講座（前期・中期・後期　年３回）
　④　時事通信出版局による教員採用試験学習対策ガイダンス（前期開催（資料配布対応））
　⑤　教員採用試験対策学内模擬試験（時事通信出版局　全４回）
　⑥　卒業生教員と教員志望学生との交流会（開催中止）
　⑦　教員採用試験合格者と１～３年生との交流会（11月17日（水）開催）
　⑧　教職相談員による教員採用試験二次試験対策勉強会（全182回）
　⑨　教職相談員による個別指導（30分予約制）
　⑩　教員養成プロジェクト教育拠点校・拠点園実習支援（児童教育学科対象）
　⑪　岩手県「スクールトライアル事業」支援（前期・後期）
　⑫　滝沢市「ラーニング・サポーター・プロジェクト」支援
　⑬　九戸村「スマイル・サポート支援事業」支援
　　・小学校「複式学級学習支援」（10月～ 12月　毎週火曜日　全7回）
　⑭　滝沢市「ジュニアリーダーズセミナー」支援（年１回）
　⑮　滝沢市「子ども会リーダー養成研修会」支援（年１回）
　⑯　盛岡大学「児童・生徒の学び舎」プロジェクト支援
　　　テーマ：『イッツ・ショータイム！真冬の大冒険』（令和４年２月８日（火）開催中止）
　⑰　各教育支援ボランティア活動支援

（２）各課程の取組み
　【幼稚園課程】
　　７月７日　幼児教育講座「実践保育研究会」模擬保育発表
　　７月14日　幼児教育講座「実践保育研究会」模擬保育発表
　　７月21日　「拠点園実習」報告会
　　12月１日　幼児教育講座「実践保育研究会」
　　12月12日　「拠点園実習」報告会

　【小学校課程】
　　７月14日　児童教育講座「拠点校実習」報告会
　　12月４日　児童教育講座「テーマ劇コンテスト」（代表収録）
　　12月８・15日　児童教育講座・児童英語教育講座「テーマ劇コンテスト」視聴

　【中学校・高等学校課程】
　　４月26日　特別講師によるTeam Teachingに関する特別授業（英語科）
　　４月28日　岩手県立総合教育センターにおける学外授業（ICT活用授業、特別支援教育）（国語科）
　　６月７日　フィールドワーク現地調査。テーマ「滝沢駅前の振興策を提案する」
　　６月21日　フィールドワーク発表会
　　７月14日　特別講師（中学校教員）による授業（国語科）
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　　10月６日　特別講師（若手教員）による授業（３学科合同）
　　11月９日　滝沢市立滝沢第二中学校授業参観（動画視聴代替）（社会科）
　　11月10日　特別講師（中堅教員）による授業（３学科合同）
　　11月24日　滝沢市立滝沢第二中学校授業参観（動画視聴代替）（英語科・国語科）
　　11月25日　特別講師（中学校教員）による授業（英語科）
　　12月１日　特別講師（校長）による授業（３学科合同）
　　12月14日　特別講師（高校教員）による授業（国語科）

（３）教職課程登録者数について
　　　令和３年度教職課程登録者数は、文学部計７３６名（英文９０名、日文９０名、社文６８名、児教

４８８名）、栄養科学部４８名、短大部１７７名であった。

（４）教員免許状取得状況について
　　　幼稚園一種７９名、小学校一種９４名、中学校一種３９名（英文１３名、日文１３名、社文１３名）、

高校一種のべ６０名（英文１２名、日文のべ２３名、社文のべ２５名）、栄養教諭一種７名、栄養教
諭二種１名、幼稚園二種９１名（短大部）、計３７１名であった。

（５）教育実習者数・事前指導について
　　①　教育実習者数について
　　　 　令和３年度教育実習予定者数は、文学部２３４名、栄養科学部２名、短期大学部９１名であった。
　　②　教育実習事前指導について
　　　　別表参照（68頁）

（６）介護等体験の実施状況について
　　　令和３年度に大学を通じて手続し、「介護等体験」を実施した学生数は、のべ１４９名であった。
　　　新型コロナウィルス感染症の全国的な感染拡大を受けて、社会福祉施設での体験対象学生は昨年度

同様、「卒業年次生及び３年生」に限定され、４名が実施対象者となった。（２施設）また、特別支援
学校での体験は１４校で受け入れていただいた。

　　　申し込み機関と受入れ人数は以下のとおりである。
　　　岩手県社会福祉協議会　　　　４名（登録人数146名）
　　　岩手県教育委員会　　　　１４５名（登録人数160名）

　　　新型コロナウィルス感染症の影響により介護等体験を行うことが困難になった学生に対し、文科省
が令和２年度及び令和３年度に限り特例的に行う「介護等体験の代替措置」について、本学は代替措
置（4）の規定による学修した印刷教材による措置を開設した。

　　　この措置に基づき学修報告書を提出した学生は、１２７名。このうち「視覚障害児の教育課程と指
導法」を選択した者は８４名、「聴覚障害児の教育課程と指導法」を選択した者は４３名だった。
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３．関係委員会名簿一覧

（１）教員養成サポートセンター管理委員会
　　　委員長　　　高橋　俊和　（学長）
　　　委員　　　　斎藤　成夫　（文学部長）
　　　委員　　　　太田　　徹　（栄養科学部長）
　　　委員　　　　大塚　健樹　（短期大学部長）
　　　委員　　　　大西　洋悦　（教員養成サポートセンター所長）
　　　委員　　　　遠藤可奈子　（教員養成サポートセンター副所長）　

（2）教員養成サポートセンター専門委員会
　　　（教職課程委員会）
　　　（教職支援対策委員会）
　　　委員長　　　大西　洋悦　（教員養成サポートセンター所長／児童教育学科教授）
　　　副委員長　　遠藤可奈子　（教員養成サポートセンター副所長／日本文学科教授）
　　　委員　　　　山形　守平　（文・英語文化学科教授）
　　　委員　　　　新沼　史和　（　　　　　同　　　　　）
　　　委員　　　　上白石　実　（文・社会文化学科教授）
　　　委員　　　　市原　常明　（文・児童教育学科教授）
　　　委員　　　　石川　悟司　（　　　　　同　　　　　）
　　　委員　　　　間處　耕吉　（　　　　　同　　　　　）
　　　委員　　　　山口　亮介　（文・児童教育学科准教授）
　　　委員　　　　笹平真之介　（文・児童教育学科助教）
　　　委員　　　　川越有見子　（栄・栄養科学科教授）
　　　委員　　　　大塚　健樹　（短・幼児教育科教授）

（3）介護等体験担当者会
　　　山形　守平　（英語文化学科教授）
　　　新沼　史和　（　　　　同　　　　）
　　　上白石　実　（社会文化学科教授）
　　　遠藤可奈子　（日 本 文 学 科 教 授）　
　　　佐藤　康司　（児童教育学科教授）  　　　　　 
　　　長田　洋一　（　　　　同　　　　）




